
鉄チャン 知ったかぶり 名鉄② 

            名鉄の不思議—-駅名 
  ＪＲと隣接して私鉄の駅がある場合、各私鉄は、その駅名はどのように命名 
   されているのか？ 名鉄の場合は、それが良く判らないので、その例を挙げ 
   てみました。 
  『名鉄』を冠に使っているもの 
      名鉄名古屋―――ＪＲと同一構内の地下駅 
      名鉄一宮――――ＪＲと同一構内の地上駅 
      名鉄岐阜――――ＪＲ駅とはおよそ３００ｍ離れている。独立した駅 
    この３駅は、もと新名古屋、新一宮、新岐阜と『新』をつけてＪＲとは区 
    分けしていたが、『名鉄』と冠をつけ換えた。 
  ②『名電』の冠を使っているもの 
     名電各務原―――ＪＲ駅と約１００ｍ離れてい 
                      るが対峙している。 
     名電赤坂――――名鉄しか走っていないところ、 
                 名前をつけるなら『三河赤坂』駅が適当のように思えます。 
       なぜ『名鉄』でなくて『名電』なのか理由は不明 
  『新』を付けるもの 
      新鵜沼―――ＪＲ鵜沼駅と直角位置にあるが、 
                連絡橋で結ばれ、殆ど同一構内

といえる。 
      新那加―――ＪＲ那加駅とわずか約３０ｍの位置にあるが、統合されて 
                いない。 ＪＲ駅よりも、後からできたから、『新』なのか？ 
  ④冠をつけていない駅名 
   豊橋―――――ＪＲと全く同一の敷地内にあるが、冠をつけていない。 
          （この周辺については、別にまとめたい） 
   刈谷―――――ＪＲと併設駅、ＭＰＥＣ中プラの 
          最寄駅、『名鉄』も『新』もついていない。 
           なぜ？、冠をつけていないのか不明。 
  ⑤別名の駅名 
   豊川稲荷（ＪＲは豊川駅）――ＪＲ駅と同一構内 
           にありながら、名前を変えている。  
           地方の人は、名鉄の方が稲荷神社 
           さんの近くまで行っているように 
           錯覚させるためですかね？ 
  いずれの駅名も、名鉄は意図があってつけてい 
  るのでしょうが、素人にはよく理解できないところがあります。  

 


